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地域生物多様性増進法の施行と自然共生サイト  

生物多様性保全企画官 秀 田 智 彦
（地域生物多様性増進室長）

とくしまコウノトリ基金自然共生サイト勉強会
令和 7年7月16日
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生物多様性施策の方向性  
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●自然共生社会
・私たち人類が、自然から得られる恵みを活用しつつ、豊か
で幸せな生活を続けている社会

●自然共生社会実現に向けた施策の方向性（例）
・地域の生物多様性の確保と生態系ネットワークの形成
・市民・事業者・行政等の意識醸成 ほか
（危機の「実感」と「自分事」化）

●ターゲット
〇市民
〇事業者……生物多様性への依存とインパクト大

バリューチェーン全体への波及効果
消費者（市民）への波及効果

〇自治体……市民への波及効果
地域から始める生物多様性保全

●当面の施策（例）
・自然共生サイト認定及び事業者や自治体等の参画の推進
・事業者の本業における取組の推進（TNFD等）
・自治体による生物多様性地域戦略策定の推進 ほか
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ネイチャーポジティブ と 30by30



2050年ビジョン 

自然と共生する世界

2030年ミッション
必要な実施手段を提供しつつ、生物多様性を保全するとともに持続可能な形で利用する
こと、そして遺伝資源の利用から生じる利益の公正かつ衡平な配分を確保することにより、
人々と地球のために自然を回復軌道に乗せるために生物多様性の損失を止め反転させる
ための緊急の行動をとる（ネイチャーポジティブ）

昆明・モントリオール
2050年ゴール

ゴールB 持続可能な
利用

ゴールC 遺伝資源への
アクセスと利益配分
（ABS)

ゴールA 保全

ゴールD 実施手段

昆明・モントリオール2030年ターゲット （緊急に取るべき行動）

1：  空間計画
2：  自然再生

3：  30by30
4：  種・遺伝子の保全
5：  生物採取
6：  外来種対策
7：  汚染
8：  気候変動

14： 生物多様性の主流化
15： ビジネス
16： 持続可能な消費
17： バイオセーフティー
18： 有害補助金
19： 資金
20： 能力構築、技術移転
21： 知識へのアクセス
22： 先住民、女性及び若者
23： ジェンダー

実施支援メカニズム／責任と透明性／広報・教育・啓発・取り込み

9：  野生種の利用
10：農林漁業
11：自然の調整機能
12：緑地親水空間

(1) 生物多様性への脅威の縮小 (3) 実施・主流化のツールと解決策

(2) 人々の需要が満たされる

13： 遺伝資源への
アクセスと利益配分
（ABS)

昆明・モントリオール生物多様性枠組の構造
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30by30目標とは

30 by 30
サーティー  バイ  サーティー

2030年までに陸と海の30％以上を「保護地域」
と「OECM」により保全する新たな世界目標

30by30が重要と指摘
する国内外の研究報告

• 世界の陸生哺乳類種の多くを守るために、既存の
保護地域を総面積の33.8%まで拡大が必要

• 日本の保護地域を30%まで効果的に拡大すると生
物の絶滅リスクが３割減少する見込み

など

健全な生態系の回復、
豊かな恵みを取り戻す

• 気 候 変 動：緩和、適応に貢献
• 災害に強く恵み豊かな自然：

 国土の安全保障の基盤
• 花粉媒介者：国内で年3300億円の実り
• 森林の栄養：河川を通して海の生産性を向上
• 観光や交流人口の増加などの地域づくり

様々な効果
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日本の現状は、
陸域20.8%、海域13.1%
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OECM と 自然共生サイト
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「自然共生サイト」について

■「民間の取組等によって生物多様性の保全が図られている区域」を

保護地域内外問わず「自然共生サイト」に認定。

■「自然共生サイト」に認定された区域のうち、

 保護地域との重複を除いた区域を「OECM」として登録。

民間の取組等によって生物多様性の保全が図られている区域
（申請主体：企業、団体・個人、自治体）

自然共生サイト

認定申請

審査（認定主体：環境省）

「自然共生サイト」のうち、保護地域との重複を除外した区域

自然共生サイト

OECMとして国際データベースに登録
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以下のいずれかの価値を有すること

場

（１）公的機関等に生物多様性保全上の重要性が既に認められている場

（２）原生的な自然生態系が存する場

（３）里地里山といった二次的な自然環境に特徴的な生態系が存する場

（４）生態系サービスを提供する場であって、在来種を中心とした多様な動植物種からなる健全な生態系
が存する場

（５）伝統工芸や伝統行事といった地域の伝統文化のために活用されている自然資源の場

種

（６）希少な動植物種が生息生育している場又は生息生育している可能性が高い場

（７）分布が限定されている、特異な環境へ依存するなど、その生態に特殊性のある種が生息生育
している場又は生息生育の可能性が高い場

機
能

（８）越冬、休息、繁殖、採餌、移動（渡り）など、動物の生活史にとって重要な場

（９）既存の保護地域又は認定区域に隣接する若しくはそれらを接続するなど、緩衝機能や連結性
を高める機能を有する場

「自然共生サイト」の認定基準

１．境界・名称に関する基準

２．ガバナンスに関する基準

３．生物多様性の価値に関する基準

４．活動による保全効果に関する基準

「生物多様性の価値に関する基準」の具体的内容



（１）重要性が既に認められている

公的機関等に生物多様性保全上の重要性が既に認めら
れている場。環境省選定「重要里地」「重要里地里山」
等



（２）原生的自然

原生的な自然生態系が存する場



（３）二次的自然

里地里山といった二次的な自然環境に特徴的な生態系
が存する場



（４）生態系サービス＆健全な生態系

生態系サービスを提供する場であって、在来種を中心
とした多様な動植物種からなる健全な生態系が存する場



（５）伝統文化

伝統工芸や伝統行事といった地域の伝統文化のために
活用されている自然資源の場

出典：Wikipedia 出典：岡山県観光連盟HP



（６）希少種

希少な動植物種が生息生育している場又は生息生育し
ている可能性が高い場



出典：浅口市HP

（７）分布限定種

分布が限定されている、特異な環境へ依存するなど、
その生態に特殊性のある種が生息生育している場又は生
息生育の可能性が高い場



（８）動物の生活史

越冬、休息、繁殖、採餌、移動（渡り）など、動物の
生活史にとって重要な場



出典：四国森林管理局HP

（９）緩衝機能
連結性

既存の保護地域又
は認定区域に隣接す
る若しくはそれらを
接続するなど、緩衝
機能や連結性を高め
る機能を有する場
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自然共生サイト（令和７年３月末時点）

３２８か所（国土の0.246%）
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中四国地方の保護地域と自然共生サイト

トンボ自然公園
王子の森

三菱商事 千年の森

住友林業
旧別子地区

橋本山林

愛媛県の県有林

織田ヶ浜

住友化学
御代島

藤クリーン

八頭船岡環境
保全エリア

大山オオタカの森

南部町の里地里山
ビオトープ

アサヒの森

自然共生サイト

大山リゾート

鳩ヶ原草原

三菱電機

三菱重工業三原

三橋谷ビオトープ

ひろしま自然学校

広島大学

三菱食品

八東ふる里の森

日植総合研究圃場

粟井・杣の道

公渕森林公園

大王製紙

ナカエの森

東山森林公園

中国電力

桜郷銅山跡農村公園

里山ビオトープ二俣瀬

鵜の池・ヨシ池

新町川水系

33か所
2025.3現在
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自然共生サイト認定例（中四国管内）
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令和５年度後期認定サイト

鳥取県立大山オオタカの森（申請者：鳥取県） 鳥取県大山町 １０４ha
毎年１～１．５ha程度の更新伐を実施し、林齢構成の平準化を図ることで、
オオタカの生育環境の保全と森林経営の両立を推進している。
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令和５年度後期認定サイト

コンケンビオガーデン・コンケンセラピーガーデン（申請者：藤クリーン（株））
岡山県岡山市 ０．２４ha
リサイクル資材を活用したビオトープ内で多数の動植物種が生息、生育している。
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令和５年度後期認定サイト

愛媛県の県有林（申請者：愛媛県） 愛媛県松山市ほか １１６３．６９ha
森林の公益的機能の維持と県産材の安定供給体制の両立を図っている。
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令和６年度前期認定サイト

ロイヤルシティ大山リゾート 大成池周辺区域（申請者：大和ハウス工業（株））
鳥取県西伯郡伯耆町 ２.2755ha

大山隠岐国立公園の普通地域に位置し、大成池を中心として、ヤナギ低木林、
ヨシ群落、人工草地、アカマツ林などからなる。
アカハライモリ、ニホンヒキガエル、コガタノゲンゴロウ、ガムシなど10種のレッド
リスト掲載種が確認されている。
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令和６年度前期認定サイト

三橋谷ビオトープ（申請者：ヒョウモンモドキ保全地域協議会）
広島県三原市 ０．59ha

樹林に囲まれた浅い谷地形で、湿性草地、乾性草地、池、林縁などが保全され
ており、里山の多様な生息環境の保全を目的としたビオトープである。ヒョウモン
モドキをはじめとする二次的な自然環境に特徴的な生態系が維持されている。
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令和６年度前期認定サイト

広島大学東広島キャンパス 発見の小径 水辺ゾーン
（申請者：国立大学法人広島大学） 広島県東広島市 ８．4ha

広島大学キャンパス内に位置する水辺環境であり、良好な自然環境が残り多く
の絶滅危惧種を含む希少な動植物の棲息地となっている。また、適切な維持管
理によって里山的環境が良好に保たれている。
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